
 

2015.3.31 
聖心女子大学 

 
平成 26 年度自己点検・評価報告書 

 
Ⅰ 今年度の自己点検・評価活動の状況 
平成 26 年度第 1 回全学評価委員会（6 月 27 日開催）での決定に従い、以下の活動を行った。 
 
１．新規認証評価の前提となる課題の解決＜４月～２月＞ 
（１）各種「方針」の整備 
 次の「方針」を定めた。 
 「聖心女子大学の求める教員像」 
 「聖心女子大学の教員組織の編制方針」 
  学部学科ごとの「三つのポリシー」 
  大学院専攻ごとの「三つのポリシー」 
 「学生支援方針」 
 「教育研究等環境の整備に関する方針」 
 「研究倫理指針」 
 「社会連携・社会貢献に関する方針」 
 「管理運営方針」 
 「内部質保証に関する方針」 
 
（２）「検証」体制の整備 
 次の「検証」体制の検討・整備を進めた。 
  理念・目的の適切性の検証（学部・院） 
  教育研究組織の適切性の検証（学部・院） 
  教員組織の適切性の検証（学部・院） 
  教育内容・方法・成果及び「三つのポリシー」の適切性の検証（学部・院） 
  学生受け入れの適切性の検証 
  学生支援の適切性の検証 
  教育研究等環境整備の適切性の検証 
  社会連携・社会貢献の適切性の検証 
  管理運営・財務に関する適切性の検証 
  内部質保証システムの適切性の検証 
 
（３）改善すべき課題の解決 
 次の課題を解決した（他の委員会によるものを含む）が、未解決の課題も残されている。 
  教員の教育研究業績の公表方法改善（検討中） 
  シラバスの見直し 
  学部・院の合同授業の見直し 
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  課程博士につき学位規定の見直し 
  大学院研究指導の改善（複数指導体制、研究指導計画書） 
  FD 協議会の体制整備 
  学外者の意見聴取の検討（検討中） など 
 
２．新規認証評価に向けての点検・評価 
（１）基盤自己評価の継続実施＜7 月～9 月＞ 

平成 25 年度に実施した基盤自己評価を基に、その後の変化を反映させて修正し、本学

として取り組むべき課題を明確化した。 
 
（２）大学基準の章単位による到達目標の達成度評価の継続実施＜10～11 月＞ 

平成 25 年度に実施した到達目標の達成度評価を基に、その後の変化を反映させて修正

した。同時に、「大学として検討・協議すべき事項、取り組むべき重要課題」、「効果が上が

っている事項」、「改善すべき事項」、「将来に向けた発展方策」も、その後の変化を反映さ

せて修正し、「根拠資料」の整備を図った。 
以上の作業をとおして、本学として取り組むべき課題を明確化していく。 

                            
（３）上記（１）、（２）を踏まえた大学基準「点検・評価項目」ごとの記述開始＜11~1 月＞ 

基盤評価、達成度評価を踏まえ、大学基準各章の「点検・評価項目」に即して各評価単位

で点検・評価結果をもとに本番に向けて記述を行い、本学として取り組むべき課題を明確化

した。 
 
（４）学科・専攻ごとの自己点検・評価の継続実施＜10～1 月＞ 

平成 25 年度に実施した学科・専攻ごとの点検・評価を基に、その後の変化を反映させて

修正した。特に改組をした学科はその変化を中心に修正した。 
点検・評価項目は教育内容・方法を中心に、項目を大括りした調査シートを利用して記述

するとともに本学として取り組むべき課題を明確化した。 
 
（５）（全体を踏まえて）内部質保証システムの有効性・妥当性の確認、課題の抽出を行った。 

＜1～2 月＞ 
 
（６）上記１（１）～（３）、２（１）～（５）を踏まえ、認証評価に向けた改善課題の抽出と

検討を行った。                           ＜～2 月＞ 
 
Ⅱ 上記活動の結果とその資料 
１．新規認証評価の前提となる課題の解決 
（１）大学基準別の本学各種方針一覧＜別紙１参照＞※平成26年度制定以外の方針も含め一覧とした。 

（２）自己点検・評価における検証体制等について（省略） 
   自己点検・評価における検証システムのイメージ図＜別紙２参照＞※現在検討中の案を参考とし

て示した。 
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   検証体制構築のための検討資料（素案）＜別紙３参照＞※現在検討中の案を参考として示した。 
   大学基準「点検・評価項目」毎の記述に対する全学評価委員会による検証意見書まとめ 
                                  ＜別紙４参照＞ 
（３）省略（関係委員会議事録参照） 
２．新規認証評価に向けての点検・評価 
（１）基盤自己評価の結果について＜別紙５参照＞ 
（２）到達目標の達成度評価の結果について＜別紙６参照＞ 
（３）大学基準「点検・評価項目」ごとの記述の結果について（省略） 
（４）学科・専攻ごとの点検・評価の結果について（省略） 
（５）省略 
（６）省略 
 
 

以上 
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聖心女子大学の各種方針一覧（大学基準別） 
 
ゴシックは平成２６年度制定または改定したもの 

大学基準 対応する方針等名称 
１ 理念・目的 「聖心女子大学の理念」 
２ 教育研究組織 ― 
３ 教員・教員組織 「聖心女子大学の求める教員像」 

「聖心女子大学の教員組織の編制方針」 
４ 教育内容・方法・成果 「ディプロマポリシー」（学部） 

「カリキュラムポリシー」（学部） 
「ディプロマポリシー」（大学院） 
「カリキュラムポリシー」（大学院） 

５ 学生の受け入れ 「アドミッションポリシー」（学部） 
「アドミッションポリシー」（大学院） 

６ 学生支援 「聖心女子大学の学生支援方針」 

７ 教育研究等環境 「聖心女子大学の教育研究等環境の整備に関する方針」 

「聖心女子大学研究倫理指針」 

８ 社会連携・社会貢献 「聖心女子大学の社会連携・社会貢献に関する方針」 

９ 管理運営・財務 「聖心女子大学の管理運営方針」 

１０ 内部質保証 「聖心女子大学の内部質保証に関する方針」 

※学科別、専攻別の「三つの方針」は省略した。 

 
 

以 上 
 

別紙１ 
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第１章 理念・目的 

    
 

聖心女子大学の教育理念 

 

 

 聖心女子大学は、マグダレナ・ソフィア・バラが 1801年にフランスで創立した聖心女子

学院の教育理念に基づいて、設立された大学である。 

 その教育理念は、一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリストの聖心（み

こころ）に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会との関わりを深めること

にある。この精神（「聖心スピリット」）は、世界各地の聖心姉妹校に共通するものであ

る。 

 本学は、この建学の精神に基づき、 

• 高度な学術的・専門的知識の探究を通じ、新たな知の世界を切り拓く創造力と批判力を養

い、それにより高められる豊かな教養を備えた人間を育成する。  

• 個としての自己を確立し、かつ地球を共有する人類の一員として世界を視（み）、人々と

交わり、そしてこれらの重要な関心事に自ら関わることのできる広い視野、感受性、柔軟

性および実践的な行動力を持つ人間を育成する。  

• 社会の急激な変動に対応できる思考力と判断力を持ち、現代のみならず、未来に向けても

自らの考えを自らの言葉で発信できる人間を育成する。  

 

 この目標を実現するために、大学・教職員・学生・卒業生は、一体となって聖心の教育

コミュニティーを形成する。大学および教職員は常に研究・教育水準の向上に努め、学生

および卒業生は、その育まれた資質や成果を､在学時に培われた「聖心スピリット」ととも

に広く社会に還元できるよう、それぞれにおいてその責任と積極性が求められるものであ

る。 
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第３章 教育・教員組織 

 
 

聖心女子大学の求める教員像 
 
聖心女子大学が建学の精神を体現する優れた卒業生を社会に送り出し、以て本学設置の

目的を達成し、社会的使命を果たしていく上で、教員の担う役割は極めて大きい。ここに、

本学の求める教員像を明確化して大学構成員で共有することをとおして、将来にわたり本

学教員の在るべき姿を追求していくための礎としたい。 
 

１．本学の教員は、「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリストの聖心（み

こころ）に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会との関わりを深める」

という「聖心女子大学の理念」を実現し、本学の存在意義をいっそう高めることを使命

とする。 
２．本学の教員は、時代を超えて変わらぬもの、時代の先端を切り拓くものを共に見据え、

聖心女子大学、大学院および所属学科・専攻の「三つの方針」（ディプロマポリシー、カ

リキュラムポリシー、アドミッションポリシー）の実現に積極的に努める。 
３．本学の教員は、教育能力に優れ見識ある教育者として、自立した人格の形成に向け学

生一人一人と信頼関係を築き、その尊厳を認め、愛情をもって教育に尽くし、また高度

で精深な学識を備える研究者として、本学の定める「研究倫理指針」に則り、真摯に自

己の研究に取り組む。 
４．本学の教員は、他の教職員と相互の尊重の上に立ち、協働して学科及び大学各部署の

企画・運営等の職責を果たし、進んで大学と聖心コミュニティーの発展に貢献する。 
５．本学の教員は、自らを省察し、常に向上を目指して FD（ファカルティー・ディベロッ

プメント）の研修はもとより、あらゆる機会に、自ら資質・能力の研鑽に努める。 
6．本学の教員は、大学人として、また教養ある人間性豊かな市民として、すべての人間が

かけがえのない存在として尊重され、共に生きる平和な社会の発展に寄与するよう努め

る。 
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第３章 教員・教員組織 

    
 

聖心女子大学の教員組織の編制方針 
 
 

１．「聖心女子大学の理念」を実現するために設置されている各教育研究組織の目標、規模、

特性等に応じ、大学設置基準、大学院設置基準、教職課程認定審査基準等、国の定める

基準を遵守して、それぞれに必要十分な数の教員を配置する。 
２．大学・大学院の「三つの方針」、および学科・専攻の目標、「三つの方針」、卒業生像・

修了生像に照らし合わせ、これらが効果的に達成できるように教員を配置する。 
３．専任教員は学科に所属し、協力して学科運営に当たるとともに、学科を越えた共通カ

リキュラムの運営を担う。また、大学の委員会、組織等の職務も教員間で連携、分担す

る。 
４．学科・専攻のカリキュラム上、軸となる主要な科目は専任教員が担当することを原則

とする。なお、大学院専任教員は置かないものとする。 
５．教員の採用、昇任については、学校教育法、大学設置基準および大学院設置基準に準

拠して本学が定めた資格、業績、手続き等に関する規定に基づいて行い、適切性・透明

性を確保する。ただし、募集に関しては担当責任学科が最適な方法を判断して行う。 
６．専任教員の採用にあたっては、「聖心女子大学の求める教員像」に合致し、人格、学識

において優れた最適の人物が採用できるよう最善を尽くす。また、年齢層のバランスや

男女の専任教員数の比率にも配慮する。 
７．専任教員の職位は教授、准教授、専任講師とし、必要に応じて客員教員、特任教員を

置く。 
８．教員の資質・能力を向上させ、教員組織を有効に機能させるため、大学は適宜 FD（フ

ァカルティー・ディべロップメント）の機会を設ける。 
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第４章 教育内容・方法・成果 

 

【学部】 

〈ディプロマ・ポリシー〉－このような卒業生を社会に送り出します－ 

聖心女子大学は、「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリストの聖心

(みこころ)に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会との関わりを深める」

という建学の精神に基づき、次のような力を身につけた卒業生を社会に送り出します。 

１ 「幅広い教養」と「高度な専門性」 

２ 「柔軟な思考力」と「的確な判断力」 

３ 「自分の意見を発信する力」と「国際社会に貢献する力」 

 

〈カリキュラム・ポリシー〉－このような方針でカリキュラムを編成しています－ 

聖心女子大学は、その理念に基づいて、幅広く深い教養を身につけるためのリベラルア

ーツ教育を重んじながら専門教育を施し、ディプロマ・ポリシーに掲げる人材を育成する

ために、以下のような方針でカリキュラムを編成しています。 

全体のカリキュラム体系は、以下の４つの分野から構成されています。 

(１)全学必修分野：キリスト教学、第一外国語、第二外国語、体育運動学 

(２)専攻分野：所属学科・専攻の専門的な授業科目 

(３)関連分野：総合現代教養科目、基礎課程科目、所属外の学科・専攻の専門的な授業科          

       目 

(４)卒業論文 

 

また聖心女子大学では、１年次には全員が基礎課程に所属し、２年次以後の専攻課程で

各学科・専攻に所属する教育課程をとっています。 

 

１・２年次には本学のリベラルアーツ教育の基幹として、全学必修分野が用意されてい

ます。キリスト教学では、本学の教育の基盤であるキリスト教の価値観を、多面的、多角

的な視点から学び、世界と人間に対する深い洞察力と心の豊かさを身につけます(キリスト

教学Ⅰは１・２年次、Ⅱは３・４年次に履修)。第一外国語(英語)・第二外国語(フランス

語・ドイツ語・スペイン語・中国語・コリア語から選択)では、上質かつ多彩な外国語の授

業を通して地球化時代に求められる語学力を身につけるとともに、言語を通じて異文化に

対する理解を深め、国際的な視野や関心を広げます。体育運動学では、健康の科学や運動

文化への理解を深め、適切な運動習慣を身につけ、生涯にわたる健康保持のための基盤を

つくります。 

基礎課程では、基礎課程演習や、一部の学科・専攻の入門科目からなる基礎課程科目を

履修することによって、大学での主体的な学習の姿勢を身につけるとともに、基礎課程演
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第４章 教育内容・方法・成果 

習の担当教員であるアカデミック・アドバイザーの助言を得ながら、２年次以降所属する

学科・専攻を選びます。 

 

２年次以後の専攻課程では、各学科・専攻が開設する専攻分野の授業科目を履修し、演

習、講義、実習等を通して専門性を深めます。とくにカリキュラムの中心に据えられる演

習は少人数のゼミ形式で行われ、学生が中心になって行う研究や発表を通して、専門領域

についての知識や理解を深めるとともに、十分な発信力や説得力を身につけます。４年次

には学科・専攻で深めた学問の集大成として、全員が卒業論文を作成します。 

 

このように専門性を深める一方で、学科・専攻の決まった２年次以降も、所属する学科・

専攻以外の授業科目を関連分野の科目として履修したり、総合現代教養科目を履修したり

することで、専攻分野だけに限定されなることなく、現代人として世界を理解し、積極的

に社会に関わるための視野を広げます。とくに特定の学科・専攻の授業科目を体系的に関

連分野として履修した学生や、自ら課題を設定して関連分野の科目を履修し、その課題に

答えた学生は、３年次終了時、または卒業時に副専攻の修了認定をうけることができます。 
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第４章 教育内容・方法・成果 

【大学院】 

 １．大学院学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）  

（１）修士課程・博士前期課程  

聖心女子大学大学院は、「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリスト

の聖心（みこころ）に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会との関わりを

深める」という建学の精神に基づき、女性に高度な学術研究への道を開き、次のような力

を身につけた修了生を社会に送り出します。  

１ 専攻する学問分野に関する、広い視野に立つ精深な学識と研究倫理  

２ 専攻分野に関する研究能力または高度に専門的な職業等に必要な能力  

３ 高度で柔軟な思考力、総合的で的確な判断力  

４ 独自性のある意見を持ち、それを発信する力  

５ グローバル化が進む中、専門性に基づいて地域および国際社会に貢献することのでき

る力  

さらに、専攻ごとに具体的な「修了生像」を定めています。  

 
2年以上在学し、所定の方法により30単位以上を修得し、かつ研究指導を受けて修士論文

を提出し、その審査および最終試験に合格した場合は、修士の学位を授けます。  

 

（２）博士後期課程  

博士後期課程では、上記に加えて、次のような力を身につけた修了生を社会に送り出し

ます。  

１ 専攻する学問分野に関する精深で豊かな学識と研究倫理   

２ 独創性ある研究者として自立して研究を行い得る研究能力または高度に専門的な業

務を遂行し得る能力  

 
3年以上在学し、所定の方法により10単位以上を修得し、かつ研究指導を受けて博士論文

を提出し、その審査および最終試験に合格した場合は、博士の学位を授けます。 
 
 

 ２．大学院教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）  

（１）修士課程・博士前期課程  

聖心女子大学大学院は、学位授与方針に基づき、次のような方針で教育課程を編成し実

施します。  

１ 「聖心女子大学の理念」および「聖心女子大学大学院学則」に基づき、体系性、順次

性を考慮し、標準修業年限以内に確実かつ効果的に目的、目標を達成できるよう教
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第４章 教育内容・方法・成果 

育課程を編成します。  

２ 学問分野の研究蓄積を十分に踏まえたうえで、体系的で幅広い学識を培うコースワー

クと、研究活動の遂行をとおして研究能力を育成するリサーチワークとの順次性とバ

ランスに配慮して教育課程を編成します。  

３ 2年次には、専攻で深めた研究活動の集大成として、全員が修士論文を提出します。専

攻にふさわしいテーマを自ら設定し、先行研究を適切に踏まえて論文を作成します。

特に、修士論文作成に向けた研究指導、論文作成指導の機会は十分に保証されます。 

４ 授業形態については、講義、演習、実習等の適切性とバランスに配慮して、十分な数

の科目を開設し、全体として効果が上がるように教育課程を編成します。授業と研究

活動をとおして「聖心女子大学の理念」および研究倫理への理解を深め、思考力、判

断力を伸ばし、自発性、創造性を発揮することができるよう、特に配慮します。  

５ 幅広い学識と多角的な視点を身につけるため、他専攻の科目の履修を一定の範囲内で

認め、他大学院との単位互換、委託聴講制度を活用することもできます。国際的な視

野を養い、研究活動の活性化を図るために、外国の大学院への留学による履修を一定

の範囲内で認めます。  

６ 各専攻の設置目的と特性とを生かし、専攻ごとにその「修了生像」の実現に向けて最

新の研究状況を反映させて教育課程を編成します。  

 

（２）博士後期課程  

博士後期課程では、上記に加えて、次のような方針で教育課程を編成し実施します。  

１ 博士論文の作成を博士後期課程の研究活動の中心として重視し、専攻にふさわしく価

値の高いテーマを自ら設定し、学界の研究水準を十分に踏まえつつ独創性のある論文

を作成します。特に、論文作成に向けた研究指導、論文作成指導の機会を十分に保証

します。  

２ 授業と研究活動をとおして「聖心女子大学の理念」および研究倫理への理解を深め、

自発的精神と応用力を養い、研究者としての独創性を発揮し、自立して研究活動を行

い得る研究能力を身につけることができるよう、特に配慮します。 
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第５章 学生の受け入れ 

 

【学部】 

〈アドミッション・ポリシー〉－このような人に入学してほしいと願っていま

す－ 

 

 聖心女子大学では、大学の理念に共感し、国際化した社会のなかで自立した女性として

実践的に活動することをめざし、そのための幅広い教養と高い専門性、柔軟な思考力と的

確な判断力を身につけようと希望する皆さんに入学していただきたいと願っています。 
そのため、高等学校では国語、外国語、地理歴史、公民はもとより、あらゆる授業科目

の履修を通じて、また授業以外でも課外活動、読書などを通じて、積極的に興味・関心の

幅を広げてください。そうした主体的な学習姿勢こそが、本学入学後の学修に大いに役立

ちます。 

また、聖心女子大学では、自らの興味・関心に基づいて調べたことや、それらについて

の意見を正確に発信し、議論する力も重要だと考えています。そのため高校時代には、興

味・関心のある事柄について自ら調べることを体験し、また論理的に考え、書き、話す力、

すなわち論理的思考力とコミュニケーション能力を養っておくことが望まれます。 
このような学習姿勢や能力を身につけたみなさんに入学していただくため、聖心女子大

学では、次の３つの方針を掲げています。 
  １ 皆さんに聖心女子大学をより良く知っていただく機会を広く設けます。そのため

にオープンキャンパスや大学ウェブサイトなどによって、在学生や教員のようすを

さまざまな形でご紹介していきます。 
  ２ 一人ひとりの受験生に丁寧に向き合います。そのために３教科入試をはじめ、さ

まざまな入試方法を用意し、どの入試でも文章を書いてもらい、また AO 入試など

ではじっくりと面接を行うことなどによって、皆さんの「発信力」に耳を傾けます。 
  ３ 聖心で学びたい、という気持ちを大切にします。そのために学科・専攻を入学時

に決めるのではなく、入学後の日々の勉学を通して、自分にふさわしい方向性を見

出し、２年次に学科・専攻を決める、そのような制度を採用しています。 
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第５章 学生の受け入れ 

 

【大学院】 

 

３．大学院学生受入れ方針（アドミッション・ポリシー）  

（１）修士課程・博士前期課程  

聖心女子大学大学院は、「聖心女子大学の理念」に共感し、高度な学術研究への道を志

す皆さんに入学していただきたいと願っています。  

そのため、入学者の受入れにあたっては、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針に基

づき、次のような点を特に大切にします。  

１ 探究心旺盛で社会の動きや人間の生き方に対して関心が深く、幅広く深い教養と柔

軟な思考力、的確な判断力を持ち、豊かな人間性と高い倫理性を備えていること  

２ 専門分野に関して学士課程修了程度以上の十分な知識と能力を備え、研究の課題意

識が、明確であり、計画性を持って有意義な研究を進めることが期待できること  

３ 修士課程・博士前期課程修了後は、大学院において培われた人格をもとに、研究能

力と精深な学識、高度に専門的な職業に要する能力などをもって、社会に貢献する

ことを目指していること  

 

（２）博士後期課程  

博士後期課程の入学者の受入れにあたっては、上記に加え、次のような点を特に大切に

します。  

１ 探究心旺盛で洞察力に優れ、高度で柔軟な思考力を持ち、幅広く深い教養、信頼で

きる人格、高い倫理性を備えていること  

２ 専門分野に関して修士課程・博士前期課程修了程度以上の十分な学識と研究能力を

備え、独自性のある明確な研究課題を持ち、研究計画に従って高度な研究能力を発

揮し、独創的な研究を進めることが期待できること  

３ 博士後期課程修了後は、大学院において培われた人格をもとに、自立して研究活動

を行い得る研究能力と精深な学識、高度に専門的な業務を遂行し得る能力などをも

って、社会に貢献することを目指していること 
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第６章 学生支援 

 
聖心女子大学の学生支援方針 

 
本学の教育理念である「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリスト

の聖心（みこころ）」に基づき、少人数制の大学が持ちうるアットホームな環境という

利点を最大限に生かし、一人一人の学生の個性と状況に応じたきめ細かな学生支援を行

うことを基本とする。 
学生が安心して学修に専念し、充実した学生生活を送ることができるように手厚い支

援体制を構築し、学生の自主性を尊重しながら、学生が自立した判断力と自分の意見を

発信する力を身につけ、他者と協力して社会に貢献し、自らの生き方を確立していくこ

とができるように支援を進める。 

 
○修学支援の方針 

１． 学生が主体的に自らの学修計画を立案し実行できるように支援体制を整備する。 

２． 障がいを持つ学生への支援体制を整備する。 

３． 経済的支援を必要とする学生が安心して学修に専念できるように支援体制を整備

する。 

４． 留年、休学、退学に結びつきやすい学生の単位不足や欠席の多さ等の兆候を早期

に発見し、適切に対応しうる体制を整備する。 

５． 留学制度・海外語学研修制度等を充実させ、学生が広く国際的視野を培えるよう

に支援体制を整備する。 

６． 個々の学生の学修状況を早期に把握し、外国人留学生等に適切な補習教育を提供 

  する。 

                          

○生活支援の方針 

１． 学生が安心して学修に専念できるように学内の安全を確保するとともに、充実し

た学生生活を送ることができるように生活環境と学修環境を整備する。 

２． 学生が心身の健康を維持・増進できるように、一人一人に対応する指導相談機能

を充実させ、個人としての自立を支援する。 

３． さまざまなボランティア活動やクラブ活動・委員会活動を通して、人間性と社会

性を培う機会と場所を積極的に提供する。 

４． 学内におけるハラスメント防止と人権問題に対する意識を高めるための支援体制

を整備する。 

５． 学寮生と留学生の生活と教育の場である学寮の生活環境・学修環境を整備する。 
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第６章 学生支援 

○キャリア支援の方針 

１．女性が自らの生き方を見出し、自らの人生を切り開いていける力を身につけること

ができるように支援体制を整備する。 

２. 常にキャリアセンターの機能向上を図り、一人一人のニーズと状況に合わせた個別

のキャリア相談を充実させる。 

３．１年次生から大学院学生まで、各学年において多様なキャリアガイダンス・キャリ 

ア講座等を設けて、一人一人が適切な進路を選択できるように支援体制を整備する。 

４．女性が積極的に社会に参加し有意義な社会貢献ができるよう、国内外のさまざまな

社会貢献・国際貢献の機会と場所を提供し、経験に根ざした豊かな人間性と共生の

精神を培う支援を行う。 
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第７章 教育研究等環境 

 

 
聖心女子大学の教育研究等環境の整備に関する方針 

 
本学は、本学の掲げる教育理念を将来にわたり実現していくための教育研究環境の整備に努め

ることを基本とし、以下の方針を定める。 
 
〇校舎、施設・設備 
 学生が安全に充実した学生生活を送り、学修に専念することができる学修環境及び高度な学術

研究を推進するための教育研究環境の整備に努める。 
１．キャンパス再構築を図るため、キャンパス整備検討会を設置し、キャンパス整備に関する中

長期的な計画の策定により、老朽狭隘化した施設・設備の改築・改修を計画的に執り行なう。 
２．キャンパス整備計画の策定に際しては、耐震、防災等の安全性およびバリアフリー等の利便

性に加え、CO2 削減等の地球環境に配慮する。 
３．大学の文化資源であるキャンパスの歴史的建造物の保存及び効果的な活用の体制を整備し、

維持管理運営に努める。 
４．校舎の立地、周辺環境に配慮し、自然環境の効果的な保全に留意するとともに、学生が愛着

を持って時を過ごせるキャンパスづくりに努める。 
 
〇情報環境 
 情報通信技術を活用し、授業および教育研究支援の充実を図るために必要な情報環境を、利便

性、安全性および信頼性に配慮しつつ整備し、効率的かつ経済的な運用を実現する。 
１．効果的な教育研究を実現するために、教員・学生の学習・研究活動を支援するシステムを検

証し、本学に適した情報システムの構築を行なう。情報機器等の設置・更新による情報シス

テムの構築・情報環境の整備に向けて、全学の情報機器導入等が全学的な見地から計画的に

企画調整されるよう組織体制を整備する。 
２．情報環境を取り巻くリスクを回避し、システムの安全性を担保できる情報基盤と技術の進展

に即した学内ネットワークの整備を推進する。 
３．情報セキュリティの強化のための体制を整備するとともに、情報環境を利用するすべての構

成員への情報倫理の周知・徹底に努める。 
 
〇図書館 
学生の学習、教員・研究者の教育研究活動全般を支援し、学術情報の体系的な収集、蓄積、提

供により、学術情報基盤としての機能の充実を図るとともに、本学の知的生産物である研究成果

を積極的に発信し、社会に還元することを図書館の基本方針とする。  

１．本学の学部・学科構成、研究分野を踏まえた資料を体系的に収集・保存し、多様な教育研究

活動を支援する。 

２．学生一人ひとりの主体的な学びを支援するための情報リテラシー教育を展開するとともに、

自習やグループ学習のための施設・設備等の充実を図る。 
３．多様な学術情報に効果的にアクセスできるナビゲーション機能を構築するとともに、他機
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第７章 教育研究等環境 

 
 

関・地域等との連携を進め、学内外における学術情報の相互利用を促進する。 
４．学術情報の流通と、公開の迅速性を確保するために創設された｢聖心女子大学学術リポジト

リ｣を適切に運用し、国内外に本学の教育研究成果を発信するとともに知的生産物の長期保

存を実現する。 
    
〇研究環境 
 研究者の教育研究の質向上と研究活動の活性化を図るため、教員の研究専念時間、研究費、個

人研究室、サバティカル制度、その他必要な教育研究支援体制の確保に努めるとともに、学術研

究に対する社会の要請と信頼に応えて、それぞれの研究者が高い研究倫理を保持しつつ、十分に

能力を発揮し成長することができるよう、研究環境の充実を図る。 
１．教育研究活動の充実と活性化を図るためティーチング・アシスタント（ＴＡ）、リサーチ・

アシスタント（ＲＡ）等の教育研究に対する人的支援体制を充実整備する。また、これらＴ

Ａ・ＲＡ等の運営には、若手研究者の育成に資するよう配慮する。 
２．研究者に対して、科学研究費補助金等競争的資金獲得のための支援及び科学研究費補助金等

受給者の支援事務を引き続ききめ細かく行う。 
３．付置研究機関や教員の研究内容とその成果を、ホームページやガイドブックを通して公開す

るとともに、本学発行の学術誌を学術リポジトリに公開することで、研究者の情報や研究成

果の国内外への発信を強化する。 
４．人権と福祉を尊重し、公正な研究を推進するため「研究倫理指針」を定め、研究倫理委員会

を効果的に機能させるとともに、研究倫理に関する全学的な意識の浸透を図る。 
 
〇内部質保証 

以上のことについて、関係委員会及び関係部署・組織が経営会議と連絡を取りながら、PDCA
サイクルを機能させ、年度ごとに運営や活動の妥当性、適切性を検証して諸活動の改革・改善に

努める。 
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第７章 教育研究等環境 

聖心女子大学研究倫理指針 

 
 
聖心女子大学における学術的な研究活動は、「聖心女子大学の理念」に基づいて行われ、

新たな知の創造と価値の提起をつうじて人類文化の発展と福祉の向上に寄与することを目

的としている。聖心女子大学は学術研究が真理を探究する先人の努力と成果の上に新たな

発見、考察を重ねて継承され、今後の世界においてますます重要な役割を担うことを自覚

し、その在るべき姿を問い続けるとともに、学術研究に携わる者に高い倫理を求める。聖

心女子大学は研究活動が「学術の中心」としての大学の重要な使命であることに鑑み、大

学として研究活動の活性化を支援するため、教育研究環境の整備に努めなければならない。 
本学の研究者は、研究活動のもつ意義と公共性を自覚し、高い倫理に裏づけられた公正

で活発な研究を遂行し、国内外との研究交流に努めなければならない。また、研究者は相

互に人格を尊重し、各人の学問的関心と良心に基づいて行われる自主的な研究活動を尊重

し、研究に関わるすべての人々の人間としての尊厳に深く配慮することが求められる。 
ここに、聖心女子大学における学術研究の信頼性と公正性を確保し、健全な研究活動が

展開されることを目的として、研究活動の倫理に関し大学構成員が遵守すべき基本的な方

針を明らかにするために「聖心女子大学研究倫理指針」（以下、「指針」と呼ぶ）を定める。 
 
１．（「指針」の適用対象） 

この「指針」は、聖心女子大学のすべての構成員を対象とする。この「指針」のなかで、

「研究者」とは、研究活動に従事する教職員を指すばかりでなく、研究活動を行う際には、

学部、大学院の学生も指導教員の責任の下、研究者に準ずる者として取り扱う。 
 
２．（大学の責務） 

大学は研究活動を支援するために、必要な教育研究環境を整備しなければならない。こ

の一環として、研究倫理に関わる学内の体制を整備し、必要な規程を定め、組織を設置す

るものとする。研究活動の不正行為が認められた場合は、速やかに調査を行い、説明責任

を果たさなければならない。また、研究倫理の意義の周知徹底のために研修を実施する等、

啓発活動に努めるものとする。 
 
３．（研究倫理委員会、研究倫理審査会の設置） 
前項の規定に基づき、研究倫理の維持、向上のため大学に研究倫理委員会を置き、各学

科に研究倫理審査会を置く。その役割については別に定める。 
 
４．（研究者の責務） 

本学において研究活動を行う研究者は、活発な研究活動と交流に努め、積極的に研究成

果の社会的還元を進めなければならない。この全過程において、以下の各項に定める事柄

を遵守するとともに、人権の尊重と福祉に十分配慮し、常に高い研究倫理を保持しなけれ

ばならない。 
 
５．（公正な研究の確保） 

研究者の行う研究は先行研究の精査の上に立ち、常に公正かつ誠実でなければならない。

研究活動にあたって、「捏造」（存在しないデータ、研究結果等の作成）、「改竄」（データ、

研究結果等の加工、変造）、「盗用」（他者の研究アイディア、データや研究成果、著作物等

の適切な表示なき流用）などの不正行為を決して行ってはならない。また、資料、データ

などの入手にあたって不正があってはならない。 
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第７章 教育研究等環境 

 
６．（法令、規則の遵守） 

研究者が研究活動を行うにあたっては、関連する国と地域の関係法令、規則、ガイドラ

イン等を遵守しなければならない。研究者が所属する学会等の規則がある場合にはその定

めにも従うものとする。著作権・版権、契約事項等を遵守し、他者の知的財産を守らなけ

ればならない。 
 
７．（研究資金の適正な執行） 

研究者が公的な補助金その他の研究費により研究活動を行う場合には、定められた資金

使用規則に従い、研究費を適正に執行しなければならない。資金は適正に管理し、使途に

ついての説明責任を果たすものとする。 
 
８．（人命、安全の最優先） 

研究者が研究活動を行う際には、研究による周囲の人間、生物、自然環境などへの直接

的・間接的な影響に十分配慮しなければならない。特に、研究活動にともなう危険性の排

除に努め、人命の尊重と安全の確保を最優先に考えるものとする。 
 
９．（研究対象者、研究協力者への配慮） 
研究者が実験、観察、調査などを行う対象者である個人、団体などに対しては事前に研

究の趣旨について説明し、協力の了承を得なければならない。研究の過程と成果の公表に

際して研究対象者の個人情報、プライバシー、および尊厳性の保持等に十分配慮し、差別、

ハラスメント等の言動があってはならない。協働して研究にあたる協力者についても同様

の配慮を行うとともに、研究成果に関する権利を相互に尊重しなければならない。 
 
10．（「人を対象とする研究」の実施） 

研究者が個人または集団を対象に実施する実験、観察、調査等の研究活動については、

別に定める「聖心女子大学における『人を対象とする研究』ガイドライン」に則って行わ

なくてはならない。「人を対象とする研究」の定義は、同ガイドラインが規定する。 
 
11．（利益相反の報告義務） 

研究者は研究活動に関連して利益相反の状況が発生する場合には、別に定める方法によ

り事前に報告し、本学の承認を受けなければならない。 
 
 
附則 この研究倫理指針は、平成 26 年 10 月 7 日から施行する。 
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第８章 社会連携・社会貢献 

 
 

聖心女子大学の社会連携・社会貢献に関する方針 
  
聖心女子大学は、「一人一人の人間をかけがえのない存在として愛するキリス

トの聖心（みこころ）に学び、自ら求めた学業を修め、その成果をもって社会

との関わりを深めること」を教育理念とし、これを具現化することを大学の使

命とする。 
この目標を実現するために、大学・教職員・学生・卒業生は、一体となって

聖心の教育コミュニティーを形成する。大学及び教職員は常に研究・教育水準

を向上させるよう努め、学生及び卒業生は、そこで育まれた資質や成果を広く

社会に還元するよう努める。 
こうした理念の具現化を図るため、社会連携・社会貢献に関する基本方針を

以下の通り定める。 
 

１．カトリック精神を理解し、自ら世界の一員としての連帯感と使命感をもっ

て、社会との関わりのなかで行動を起こすことができる女子学生の育成を

推進する。 
２．多様な個人や文化の違いを互いに尊重し共生する社会の実現を目指して、

学生及び教職員が地域交流・国際交流事業に積極的かつ主体的に参加する

ことを推進する。 
３．活動の実施にあたっては、安全性と倫理性を確保し、活動のもつ教育的な

意義を深めることに十分配慮する。 
４．大学及び大学付属機関は、その教育研究等の成果を積極的に社会に還元し、

学外に開かれた文化活動等を推進する。 
５．学外の教育研究機関及び企業・団体、地方公共団体等との連携・交流を推

進し、教育研究活動等の成果を社会の要請に結び付けて、地域社会や国際

社会の発展と課題解決に貢献する。 
６．以上の連携・交流活動を推進し、点検・評価するために持続可能な体制を

確保する。 
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第９章 管理運営・財務 

 
 

聖心女子大学の管理運営方針  
 
 １．教育研究分野 
 （１）学長を中心としたマネジメント 
   ①大学を巡る社会の変化にも適切に対応し、建学の精神を現代の状況の

中で具現化しうるよう、学長のリーダーシップのもとで情報の収集と

分析を進め、的確で迅速な対応処理と課題解決策の提示を行い、将来

を見通した政策・計画の策定に努める。 
②これを実現するための学長補佐体制として副学長、図書館長、事務局

長による経営会議が設置されており、機動的な運営を確保するととも

に、各種の制度、事業計画から、マネジメント体制自体までのすべて

にわたり、不断の自己点検・評価を行い、ＰＤＣＡサイクルを十分活

用して、円滑かつ効率的、効果的に管理運営体制を機能させる。 
   ③この学長のリーダーシップの前提として、学長は、教授会構成員の総

意を反映して公正に選出され、理事会によって承認されるとともに、

学長のリーダーシップを補佐する副学長等が適切に任命される体制を

確保する。 
  
 （２）教育研究に関する合意形成、新たな課題への取組方策 

①学生一人ひとりの個性や才能、生活環境等にも留意し、優れた人材を

社会に輩出できるよう各学科・専攻の自主性、自律性を尊重しつつ、

学科・専攻間の協調、連携による共通カリキュラム領域における教育

研究活動にも積極的に取り組む。 
②これを実現するため、規程に基づき、機能と性格に応じて各種委員会

が設置されており、教職員の合理的な合意形成が図られるとともに企

画立案上の責任分担が明確となる審議プロセスを重視する。また、大

学の管理運営に教員の積極的な参加を求め、副学長、図書館長、研究

所長、相談所長、副学長補佐、センター長等の役職の担当を依頼し、

職制上の職員のラインと協働させる体制を確保する。 
③大学を運営するうえで、教育研究に関する重要事項に関しては、教授

会及び大学院委員会が審議する。運営上の新たな取り組みのうち重要

項目に関しては、経営会議及び将来構想・評価委員会（学部・大学院）

が審議を担当している。この明確な意思決定プロセスを継続確保する。 
 

 ２．事務分野 
 （１）事務組織及びその改革・改善 

①事務組織は、大学の理念を実現するために教育研究活動及び学生生活
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第９章 管理運営・財務 

全般を支援し、大学の事務的な運営全般を担当する。事務運営全般に

おいては、学長のリーダーシップを補佐する体制として事務局に事務

局長を置き、円滑な事務運営遂行を確保する。事務局組織としては、「部

課長等連絡会」において各部署間の業務調整等を図るものとし、事務

処理体制に関する管理運営上の検証組織としても、その機能向上に努

める。 
②事務組織の編成は、部局間でスムーズな連携が取れるよう十分に配慮

する。事務職員の育成・確保については、職員参画のもとに策定され、

学内ネット掲載等により周知されている「事務職員に係る人事基本方

針」に基づき、適切な人事異動、人事評価及び各種研修機会の付与等

を行い、事務職員の自覚を促し、その能力開発に努める。また、能力

開発はモチベーションやモラルといった問題と深く結びついているこ

とから、高いモチベーションやモラルが保たれる職場環境の改善を心

掛ける。特に職場内での活発なコミュニケーションを重視する。職員

の採用については、原則として公募により広く適切な人材を求め、確

保していくことを継続する。  
   ③事務組織については、時間外勤務の縮減、仕事と家庭の両立など、ワ

ークライフバランスに配慮した組織、業務、人事制度の整備に努める。

そのために、常に業務内容を見直し、事務効率化の一層の推進を図る

とともに、業務内容や教員配置に照らして、事務組織としての適正な

職員の効率的配置を心掛ける。 
   ④大学を巡る社会の変化に対応し、新たな事態に的確に対処していくた

め、不断に規程の整備・見直しを行い、必要な規程等を迅速に整備し

て適切な事務運営体制を確保することを心掛ける。 
    
 ３．法人本部及び姉妹校との協調・連携 
 （１）学校法人との関係 

本学は、学校法人聖心女子学院が設置する７姉妹校の一つであり、

大学独自の理事会は持たない。しかし、一つの理事会の中で姉妹校同

士の意思の疎通、協調・連携が図られるとともに、大学には予算、人

事その他の管理運営において、幅広い自立性が付与されている。また、

大学の事務組織は、法人本部、姉妹校のそれとは別立てとしている。

以上の特性を踏まえて、大学の経営方針、事業計画、幹部教職員の登

用等については、理事会をはじめ、法人組織と緊密な連携を図りつつ、

協調して執り進めるように努める。 
  
 （２）姉妹校との連携・協力 

姉妹校間においては、学校法人に月例の「学長・校長会」が設置さ  

れており、相互の情報共有、意見交換等が行われていることに加え、大
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学に設置した「姉妹校との連携を考える会」を中心に、実務レベルでの

多様な協力関係構築に努める。 
 
４．財務 
（１）財務基本計画 

財務に関する管理運営は、長期的な視点のもとに、「財務基本計画草案」

を策定し、それに基づき実施している。本草案は、補助金等外部資金、

寄付金、資金運用等の重点施策による収入の拡充・安定、目標数値を設

定して支出項目にメリハリをつけることによる支出の抑制、並びに将来

の老朽建物の建て替え等のキャンパス整備に備えた計画的な積立等、将

来に亘り経営を安定化させるための財務活動の基本的な方向性を示した

ものである。この草案については、キャンパス整備計画の進展も見据え

て、これらの経営課題を支え得る健全で強固な財務基盤の構築に向けて

適時適切に見直していく。また、毎年の財務管理運営においては、３年

程度を見通した中期的な収支予測と予算編成方針の策定を行い、健全な

経営基盤の確保に努める。 
 

（２）予算執行と監査 
①各年度の収支予測と予算編成方針の策定を慎重に行うとともに、現状、

ヒアリング等を通じて措置している予算配分についても引き続きルール

の明確化に努め、透明性を確保していく。各予算執行に際しては費用対

効果を計りつつ、適正執行による健全な財務体質の確立に努める。 
②監査は、学校法人の監事２名と、監査法人による外部監査を通じて適正

に行われており、さらに科研費等の外部資金については、その前提とし

て事務職員で構成する内部監査制度を設け、自主管理を行っている。こ

の厳正適正な監査体制の維持継続に努める。 
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第１０章 内部質保証 

 
 

聖心女子大学の内部質保証に関する方針 
 
 
１．基本姿勢 

聖心女子大学は、教育研究の水準の向上を図り、本学の理念及び社会的使命を達成す

るために、大学の質を自律的に保証する体制を整え、大学の状況を社会に積極的に   

公表していく。 
２．組織・体制 
  「聖心女子大学自己点検・評価規程」に基づき、全学レベルの組織として全学評価委

員会を置き、部局レベルの組織として文学部、大学院、キリスト教文化研究所、心理   

教育相談所、図書館、学寮、事務組織、その他本学の学則に定める組織、を「評価単位」

として設置する。将来構想・評価委員会は文学部の、大学院将来構想・評価委員会は大

学院の内部質保証を継続的に担い、特に将来構想・評価委員会は大学全体の内部質保証

の在り方を継続的に検討するものとする。 
３．点検・評価の実施 
  大学の諸活動について年度ごとに点検・評価を実施し、その結果を広く社会に公表す

るとともに、学内にフィードバックする。点検・評価に際しては大学基準協会の「大学

基準」と点検・評価項目を手掛かりとしつつ、大学固有の評価の視点や到達目標を   

設定して大学の特色、独自性を生かすことに努める。組織レベル、個人レベルを問わ   

ず、大学の諸活動において方針・目標を設定し、点検・評価結果を次の改革・改善に生

かしていくという、恒常的な内部質保証の意識の浸透を図る。 
４．検証の実施 
  「大学基準」ごとに点検・評価結果の妥当性を検証し、活動状況の適切性を検証する

委員会を指定するとともに、全学評価委員会も大学全体の立場から検証を行う。改善   

課題の集約、検討は将来構想・評価委員会及び経営会議が行い、関連委員会、部局も改

善の検討、実施を分担する。こうして内部質保証システムを適切に機能させる。 
５．指摘事項への対応 

認証評価機関、文部科学省等からの指摘事項に対しては学内で問題意識の共有を図り、

迅速に対応して真摯に問題の解決に取り組む。 
６．質向上への努力 
  教員が個人として教育、研究の質の向上に取り組むばかりでなく、FD 協議会による

組織的な FD 研修を通じて教員の努力を支援する。また、ハラスメント防止委員会、研

究倫理委員会等の活動を通じ、コンプライアンス意識やモラルの向上を図る。 
７．情報の公開 
  社会に対する説明責任を果たすとともに、本学の教育研究の質を向上させる観点   

から、本学の教員による教育・研究成果等については分かり易く詳しい内容として常   

に最新の情報に更新し、その他大学の現況についても、大学ホームページ、大学ポー   

トレート等を活用して積極的に社会に発信する。 
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第１０章 内部質保証 

８．内部質保証システムの向上 
  点検・評価、検証に当たっては客観的なデータ、資料に基づいて行い、根拠資料を系

統的に収集することに努める。そのためにも大学としての IR 機能の充実を進める。そ

して、学外者からの意見聴取により内部質保証の取り組みの客観性を確保する方策を検

討し、早期に実行に移す。全教職員の意思の反映した内部質保証システム作りを目指す

うえで、部門・所管別に作成される情報等の共有化を進める。また、内部質保証システ

ムの在り方自体についても不断の検証を行う。 
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別紙３ 

               検証体制構築のための検討資料（素案）                   全学評価委員会 

 
 
 

   5-6
月 

7-8
月 

8-12月 5-9月 
基準4は8月まで 

 
検        証 

12-2月 2-3月 

 
 
大学基準 
 
 

 
 
各点検・評

価責任者 

 
各種委員

会所管の 
部課長 

 
 
検 証 担

当 
委員会 

 
基

盤

評

価 

到 達

目 標

の 
達 成

度 評

価 

大学基

準別の 
点検・

評価 

学科・専攻別の 
点検・評価 
 

方 
針 
自 
体 
の 
検 
証 

 
組   織 

検 
証 
の 
た 
め 
の 
調査 

調査例（案） 調査の 
実施時期 

点検・評

価全体の

検証 

全 学

評 価

委 員

会・教

授会 
学部 大学院 小委員会

WG方式 
そ の

他 

1. 
理念・目的 

学長 
評価・大学

院副学長 

企画部課

長 
将来委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇     〇 〇 

2. 
教育研究組織 

学長 
評価・大学

院副学長 

企画部課

長 
将来委 
院 将 来

委 

－ 〇 〇 － － － 〇     〇 〇 

3. 
教員・教員組

織 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 

企画部課

長 
将来委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇    〇 〇 〇  〇 
学部 

FD 研修会ア

ンケート 
(新規) 〇 

 
〇 

4-1. 
教育目標、学

位授与方針、

教育課程の編

成・実施方針 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 

教務課長 将来委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇     〇 〇 

4-2. 
教育課程・ 
教育内容 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 

教務課長 教務委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇 〇 〇 － 〇     〇 〇 

4-3. 
教育方法 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 

教務課長 教務委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇 〇 〇 － 〇院 〇 
学部 

〇 
学部 
院 

授業アンケー

ト 
大学院に関す

る調査 

半期ごと 
 
隔年 

〇 〇 

4-4. 
成果 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 

教務課長 将来委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇 〇 〇 － 〇院 〇 
学部 

〇 ジェネラルテ

スト 
学修ポートフ

ォリオ 
大学院修了生

進路調査 

毎年 4、
10月 
(新規) 
 
毎年6月 

〇 〇 

5. 
学生の受け入

れ 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 

入学広報

課長 
入試委 
院 将 来

委 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇院 〇 
学部 

〇 教職員アンケ

ート 
新入学生アン

ケート 

毎年3月 
 
毎年4月 

〇 〇 

6. 
学生支援 

学生副学長 学生生活

課長 
交流連携

課長 
学寮部課

長 

学生委 〇 〇 〇 － － 〇 ○  〇 学生要望 
卒業生アンケ

ート 
キャリアセン

ターアンケー

ト 

毎年4月 
毎年3月 
 
毎年3月 

〇 〇 

7. 
教育研究等環

境 

学務副学長 
評価・大学

院副学長 
図書館長 
事務局長 

教務課長 
企画部課

長 
図書館事

務部課長 
総務課長 
情報シス

テム課長 

教務委 
研 究 倫

理委 
図 書 館

委 
経 営 会

議 

〇 〇 〇    〇 〇  〇 
関 係

委 員

会 の

検 証

を 集

約 

〇 清泉女子大図

書館による外

部評価 

(新規) 〇 〇 

8. 
社会連携・ 
社会貢献 

学長 企画部課

長 
ミ ッ シ

ョ ン 推

進会議 

－ 〇 〇    〇 〇  〇 
関 係

組 織

の 検

証 を

集約 

 ミッション推

進会議新卒業

生アンケート 

(新規) 〇 〇 

9. 
管理運営・ 
財務 

学長 
事務局長 

総務課長 
企画部課

長 
経理部長 

経 営 会

議 
〇 〇 〇 － － 〇  〇 

 
〇 パブリックコ

メント 
公募WG 
科研費監査 
内部監査 

臨時 
 
(新規) 
(10-11月) 
10-11月 

〇 〇 

10. 
内部質保証 

評価・大学

院副学長 
企画部課

長 
将来委 〇 〇 〇    〇 〇 〇 〇 〇 外部評価 (新規) 〇 〇 
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全学評価委員会 

 
大学基準「点検・評価項目」ごとの記述に対する 

全学評価委員会の検証意見書まとめ 
 
この度、先に提出のあった「大学基準「点検・評価項目」ごとの記述」結果に対し、全

学評価委員による検証を委嘱し、その報告が平成 27 年 2 月 20 日の将来構想・評価委員会

席上で行われた。以下は、その際提出、報告のあった検証意見書のまとめである。 
 
[検証の概要] 
１．検証の対象 

経営会議委員が中心となって取りまとめ、平成 27 年 1 月 16 日までに提出のあった、

「大学基準「点検・評価項目」ごとの記述」を対象とする。 
２．検証担当者 

全学評価委員（将来構想・評価委員、大学院将来構想・評価委員） 
分担は以下のとおりである。 

担当箇所 委員名（〇印はチーフ） 
第 1 章～第 3 章 （学部）〇濱口、大槻 （大学院）桑名、柴田 
第 4 章 （学部）〇山口、三田 （大学院）冨原、石井 
第 5 章～第 7 章 （学部）〇川津、永野 （大学院）中川、松浦 
第 8 章～第 10 章 （学部）〇加藤和、高橋（大学院）深沢、永田 

３．検証の実施期間 
平成 27 年 1 月 23 日より 2 月 17 日まで 

４．検証の方法 
「大学基準「点検・評価項目」ごとの記述」を精査してその妥当性を検証し、所定の

書式に意見書としてまとめる。妥当性の検証に当たっては、適宜、「根拠資料」等を参照

する。将来構想・評価委員会席上、意見書に基づいて討議する。 
５．検証意見書の扱い 

将来構想・評価委員会での討議に基づき、検証意見を全学評価委員会に報告し、審議

の上、全学評価委員会の意見書としての可否を諮る。承認された意見書は教授会に報告

される。教授会より報告を受けた経営会議では意見書の内容を検討して、適宜、改善の

実行・検討を関係部署、委員会などに指示、依頼する。意見書の内容はさらに、次の点

検・評価に際して生かされていく。 
 
[検証意見書のまとめ] 

全般的に、記述内容の妥当性が認められたものと考える。以下、意見書の主な指摘事項

を列挙する。（＜ ＞は、将来構想・評価委員会での意見） 
１．検証の在り方について 

検証報告の作成に関しては、各項目執筆者と検証者との信頼関係が前提となる。過

不足ない自己評価と、それに基づく改善を目指すことが検証作業の目的。双方で確認、

共有する必要がある。 
 
 

別紙４ 
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２．点検・評価の全体について 
（１）根拠資料には、学科専攻が独自に作成しているホームページなども入れるべきであ

る。 
（２）今後の書き方として、人数、冊数、件数等の精密な数値を準備すべきである。 
（３）書式、表記に関して統一が必要である。 

フォント、年代表記、英数字、「大学ホームページ」の書き表し方、「ページ」の表記、

改行後の冒頭一字下げ等々。＜「執筆要領」の作成が望ましい。＞ 
その他、誤謬、誤記等の訂正多数。 
 

３．内容に関して  
（１）第 1 章「理念・目的」１．現状の説明（１） 

・大学の理念の説明に関して、 
「この精神（聖心スピリット）は」のうち、（ ）内を削除する。「世界各地の聖心姉

妹校に共通するもの」と続くと、「聖心スピリット」という言い方も世界共通と取られ

る可能性があるので。 
（２）第 3 章「教員・教員組織」１．現状の説明（１） 

・「聖心女子大学の教員像」の前文に関して、 
「大学構成員で共有することをとおして」は「大学構成員で共有し」でよい。 

（３）同上２．点検・評価 
・充足状況の説明に関して、 
「年齢および男女構成を十分考慮している」とし、外国人より先に「女性教員を積極

的に採用している」点を記載した方がよい。 
（４）第 4 章「教育内容・方法・成果」１．「教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・

実施方針」１．現状の説明（４） 
・文学部の説明に関して、 
「現在、定期的な検証体制は整備されていない」は削除する。 

（５）第 4 章１の３．将来に向けた発展方策②改善すべき事項 
・文学研究科の説明に関して、 
「ルーブリック」は日本語として定着していない。適当な表現に改めるべき。＜認証

評価関係では現在、多用されつつある＞ 
（６）第 4 章２．「教育課程・教育内容」および３．「教育方法」１．現状の説明 

・文学研究科の説明に関して、 
「家族・社会システム研究」は平成 27 年度より「社会システム研究」へと変更にな

る。今後の混乱を避けるため「社会システム研究」で統一すべきか。＜注意する＞ 
（７）第 4 章２．「教育課程・教育内容」１．現状の説明 

・文学研究科の説明に関して、 
「順次性」「順次的」という表現が散見される。意味が不鮮明なので例えば、「…リサ

ーチワークとを順を追って研究し…」といった表現に改めてはどうか。また、体系性、

自発性、創造性といった「～性」という表現が多すぎる。 
（８）第 4 章３．「教育方法」１．現状の説明 
・アカデミック・アドバイザーの説明に関して、 
「進路決定に関するアドバイス」を「専攻課程への進路決定に関する助言」と限定し

た方がいいのではないか。 
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（９）同上 
 ・専攻課程の説明に関して、 
  「演習科目を中心としたカリキュラム」を「必修科目を中心としたカリキュラム」と        
  改めた方がよいのではないか。 
（10）第 4 章４．「成果」２．点検・評価 
 ・副専攻の説明に関して、 
  「リベラル・アーツ教育を可視化」を「リベラル・アーツ教育を具現化」と改めた方 
  がよいのではないか。 
（11）第 4 章４．「成果」３．将来に向けた発展方策②改善すべき事項 
 ・文学研究科の説明に関して、 
  「指導し、」の後に、「たとえば非常勤講師や期限付きの助教といった教育職を、本 
  研究科の優秀な博士号取得者に確保するといった、具体的で実効性のある」を加えて、 
 「進路支援をさらに強化する必要がある」につなげてはどうか。 
（12）第 5 章「学生の受け入れ」１．現状の説明（１） 
 ・学生の受け入れ方針の説明に関して、 
   アドミッションポリシーの表現は、「方針」と言えるか。大学から受験生へのサービ 
  スにかかわる表現も含まれ、ポリシーと言えるか疑問。＜高校生を主対象とする方針 
  なので、許容範囲と考える。しかし、さらに見直したい＞ 
 ・各学科の受け入れ方針も示すべきではないか。 
 ・方針を「定めている」については、いつ、どこで、といった根拠の説明が必要。 
（13）同上１．現状の説明（２） 
 ・編入学の説明に関して、 
   2 年次編入にしていることの必然性を「受け入れ方針」との関連で説明することが 
  必要。また、なぜ編入学生が少ないかという理由も解りやすくする。 
  ＜ここは注目される箇所。行き届いた説明を行う＞ 
（14）同上１．現状の説明（３） 
 ・在籍管理の説明に関して、 
  「在籍管理については学生部」とのみ記されているのは不適切。＜調整時間不足＞ 
（15）同上２．点検・評価①充足状況 
 ・文学部の説明に関して、 
  「学生アンケート」についてはもっと強調できるのではないか。 
（16）同上３．将来に向けた発展方策②改善すべき事項 
 ・文学研究科の説明に関して、 
  英語英文学専攻について「現有の態勢に対する定員の適切性について検討」すること 
 を点検・評価するなど、定員そのものの見直しの可能性も示唆されてよい。 
（17）第 6 章「学生支援」１．現状の説明（２） 
 ・学生の修学支援の説明に関して、 
  補習・補充教育は教務を中心にプランを立てるべきことではないか。 
（18）同上１．現状の説明（３） 
 ・生活支援の説明に関して、 
  レクリエーションルームの改装で、「アクティブラーニングの拠点」との表現があるが、 
  「拠点」の名を冠するには十分ではない。＜表現を工夫する必要がある。補助金申請 
  のときの計画（1 号館 1 階のラーニングコリドー化など）が生かせないか＞ 
 ・学寮の説明に関して、 
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  キャンパス整備委員会の検討内容に触れる必要はないか。 
（19）第 7 章「教育研究等環境」１．現状の説明（５） 
 ・研究倫理の説明に関して、 
  各学科の研究倫理細則を示さなくてよいか。 
（20）同上２．点検・評価 
 ・充足状況の説明に関して、 
  メディア学習支援センターの活動について明示されていない。（１）充足状況の④や、 
  あるいは（２）にメディア学習支援センターの項目を立てて、示すべきではないか。 
  ＜同センターは本学として強調して記述する。情報化対応、国際化対応の記述には気 
  をつけたい。ほかに資格課程についても、４－３「教育課程・教育内容」で触れる＞ 
（21）同上２．（２）効果が上がっている事項② 
 ・図書館の説明に関して、 
  英語英文学科の要望に応じて 2 年次生を対象として英語文献調査のための図書館ガイ 
  ダンスを実施し、大きな効果をあげていることを記載する。 
（22）同上３．将来に向けた発展方策 
 ・クニハウスの説明に関して、 
  文章が、点検・評価（３）改善すべき事項の冒頭 2 行分と重複している。 
（23）第 8 章「社会連携・社会貢献」２．点検・評価③ 
 ・改善すべき事項の説明に関して、 
  検討の具体例があるとよい。 
（24）同上３．将来に向けた発展方策②改善すべき事項 
 ・心理教育相談所の説明に関して、 
  「指定大学院実地視察で指摘された内容を反映する予定である？？」とあるが、「？？」 
  は不適切。より具体的かつ実行可能な内容を反映させる。 
（25）第 9 章「管理運営・財務」「財務」１．現状の説明 
 ・財務計画と教育研究計画の説明に関して、 
  両者の関係が曖昧。各部門、研究室の事業計画が、中・長期的な教育研究計画である 
  点を説明したほうがよい。 
  ＜「大学財務基本方針（草案）」は、草案のままでなくいっそう明確化が必要＞ 
（26）同上２．点検・評価（１）充足状況 
 ・大学全体の説明に関して、 
  基準協会の留意事項の文章がそのまま書き込まれており、不適切。 
（27）第 10 章「内部質保証」１．現状の説明（１）（２） 
 ・教員の教育研究業績の公表の説明に関して、 
  具体的な改善方法の提案の記述があるとよい。 
（28）同上１．現状の説明（３） 
 ・内部質保証システムの説明に関して 
  改善努力、定期的な検証につき、具体的な内容、方法が書かれるとよい。 
                                     以上   
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平成26年9月22日現在

大学基準 点検評価項目 評価の視点(例) 留意すべき事項

①学部、学科または課程ごとに、大学院は研究科または専攻ごと
に、人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的を学則
またはこれに準ずる規則等に定めていること。

②高等教育機関として大学が追求すべき目的（※）を踏まえて、
当該大学、学部・研究科の理念・目的を設定していること。

※ 「大学基準の解説」基準１、 学校教育法第83条、第99条等 参
照

（２）大学・学部・研究科等の理
念・目的が、大学構成員（教職
員および学生）に周知され、社
会に公表されているか。

・構成員に対する周知方法と
有効性
・社会への公表方法

③公的な刊行物、ホームページ等によって、教職員・学生、受験
生を含む社会一般に対して、当該大学・学部・研究科の理念・目
的を周知・公表していること。

①採用・昇格の基準等において、法令（※）に定める教員の資格
要件等を踏まえて、教員に求める能力・資質等を明らかにしてい
ること。

※　学校教育法第92条、その他 大学設置基準、大学院設置基
準、専門職大学院設置基準等の関係法令参照

②組織的な教育を実施する上において必要な役割分担、責任の
所在を明確にしていること。

③当該大学・学部・研究科の専任教員数が、法令（大学設置基
準等）によって定められた必要数を満たしていること（※）。

※【法令によって定められた必要数】 大学設置基準、大学院設
置基準、専門職大学院設置基準およびこれらに付随する文部科
学省告示等参照

○専任教員数は、大学設置基準第13条に定める必要専任教員数を上回って
おり、適切である（「大学基礎データ」様式4-2）。
○専任教員の採用,選考,任用については、「聖心女子大学教員選考規程」「聖
心女子大学教員資格審査基準」に則り、適切に行われている。
○教員の年齢構成についても、採用人事の際に充分に留意されている。大学
データ集「専任教員年齢構成」にあるとおり、適切である。（「大学基礎データ」
参考-1）。

④特定の範囲の年齢に著しく偏らないように配慮していること。
※　大学設置基準第７条第３項

○大学院担当専任教員はすべて学部の専任教員を兼ねているが、その数は大
学院設置基準の必要専任教員数を上回っており、適切である（「大学基礎デー
タ」様式4-2～3）。
○大学院担当教員の採用、選考、任用については、「聖心女子大学大学院担
当教員選考及び審査手続き規程」に則り、適切に行われている。

基盤評価 平成26年度

〇文学部及び大学院文学研究科の人材養成の目的その他の教育研究上の
目的を学則に定めるとともに、文学部各学科専攻の教育研究の目的と目指
す卒業生像及び大学院文学研究科各専攻の教育研究の目的と目指す修了
生像を『履修要覧』に定めている。
〇学校教育法、大学設置基準並びに大学院設置基準に定める大学及び大
学院の目的を踏まえて文学部・文学研究科の理念・目的を適切に設定してい
る。
〇上記の内容については、ホームページ、大学案内および大学院案内に
よって、教職員、学生、受験生を含む社会一般に対して周知・公表しており、
また、その内容は毎年確認し更新している。

３　教員・教
員組織

（１）大学として求める教員像お
よび教員組織の編制方針を明
確に定めているか。

【学士・修士・博士課程】
・教員に求める能力・資質等
の明確化
・教員構成の明確化
・教員の組織的な連携体制と
教育研究に係る責任の所在
の明確化

1項目100-200字程度で簡潔に記述（箇条書き）

１　理念・目
的

（１）大学・学部・研究科等の理
念・目的は、適切に設定されて
いるか。

・理念・目的の明確化
・実績や資源からみた理念・
目的の適切性
・個性化への対応

【
適

】

（２）学部・研究科等の教育課
程に相応しい教員組織を整備
しているか。

【学士・修士・博士課程】
・編成方針に沿った教員組織
の整備
・授業科目と担当教員の適合
性を判断する仕組みの整備
【修士・博士課程】
・研究科担当教員の資格の
明確化と適正配置

【
適

】

【
適

】

〇「聖心女子大学の求める教員像」および「聖心女子大学の教員組織の編
制方針」を定め、本学として追求する教員の在り方を明確化している。
〇教員の採用・昇格等において教員に求める能力・資質等については、学
校教育法並びに大学設置基準・大学院設置基準等の関係法令に定める教
員の資格要件を踏まえ、教員資格審査基準並びに教員選考規程および大
学院担当教員選考及び審査手続規程を適切に定めている。
〇文学部各学科及び大学院文学研究科各専攻の組織的な教育を実施する
上において必要な教員間の役割分担、連絡調整並びに責任の所在の明確
化が図られている。

平成26（2014）年度　自己点検評価シート（基盤評価）
別紙５ 
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（１）教育目標に基づき学位授
与方針を明示しているか。

【学士・修士・博士課程】
・学士課程・修士課程・博士
課程の教育目標の明示
・教育目標と学位授与方針と
の適合性
・修得すべき学習成果の明
示

①理念・目的を踏まえ、学部・研究科ごとに、課程修了にあたって
修得しておくべき学習成果、その達成のための諸要件（卒業要
件・修了要件）等を明確にした学位授与方針を設定していること。

〇「聖心女子大学の理念」に基づき、「聖心女子大学学則」第1条に本学全体
の教育目標を掲げ、学位授与方針は『履修要覧』、『大学案内』、大学HP等
に明記、公開している。
〇各学科・専攻の教育の目的、目指す卒業生像は『履修要覧』に明記し、学
位授与方針は、大学HPに公表している。
〇大学全体の教育課程の編成・実施方針は、『履修要覧』、『大学案内』、大
学HP等に明記、公開しており、各学科・専攻の教育課程の編成・実施方針も
大学HPに公開している。
〇大学院では、「聖心女子大学の理念」と「大学院学則」第１条（大学院の目
的）に基づき、「大学院学位授与方針」を定め、さらに専攻ごとにも「学位授与
方針」を定めている。

（２）教育目標に基づき教育課
程の編成・実施方針を明示して
いるか。

【学士・修士・博士課程】
・教育目標・学位授与方針と
整合性のある教育課程の編
成・実施方針の明示
・科目区分、必修・選択の
別、単位数等の明示

②学生に期待する学習成果の達成を可能とするために、教育内
容、教育方法などに関する基本的な考え方をまとめた教育課程
の編成・実施方針を、学部・研究科ごとに設定していること。

（３）教育目標、学位授与方針
および教育課程の編成・実施
方針が、大学構成員（教職員
および学生等）に周知され、社
会に公表されているか。

【学士・修士・博士課程】
・周知方法と有効性
・社会への公表方法

③公的な刊行物、ホームページ等によって、教職員・学生ならび
に受験生を含む社会一般に対して、学位授与方針、教育課程の
編成・実施方針を周知・公表していること。

（１）教育課程の編成・実施方
針に基づき、授業科目を適切
に開設し、教育課程を体系的
に編成しているか。

【学士・修士・博士課程】
・必要な授業科目の開設状
況
・順次性のある授業科目の体
系的配置
【学士課程】
・専門教育・教養教育の位置
づけ
・副専攻運営の適切性
【修士・博士課程】
・コースワークとリサーチワー
クのバランス

①【学士】 幅広く深い教養および総合的な判断力 を培い、豊か
な人間性を涵養する教育課程が編成されていること。
※　大学設置基準第19条第２項

○各学科・専攻では、教育目標に従い授業科目を体系的に開設し、必修・選
択の別、配当年次についても充分留意しており、さらに関連分野として、他学
科・専攻が開設している授業科目を一定以上履修させることにより、幅広い教
養の修得をはかっている。
〇幅広い教養の修得のために、総合現代教養科目群を解説するとともに、副
専攻制度を設けている。

（２）教育課程の編成・実施方
針に基づき、各課程に相応し
い教育内容を提供しているか。

【学士課程】
・学士課程教育に相応しい教
育内容の提供
・初年次教育・高大連携に配
慮した教育内容
【修士・博士課程】
・専門分野の高度化に対応し
た教育内容の提供

②【修士・博士】 コースワークとリサーチワークを適切に組み合わ
せ、教育を行っている こと。
※　大学院設置基準第12条

〇大学院各専攻では、それぞれの教育目標と「教育課程の編成・実施方針」
に基づき、授業科目を体系的に開設しており、当該分野に関連する基礎的
素養を涵養するとともに高度の専門的な知識および能力を修得させている。
〇各専攻では「研究指導体制」を『履修要覧』に明示し、学生の研究および
論文執筆の指導に十分配慮している。

４　教育内
容・方法・
成果

(2)教育課
程・ 教育内
容

【
適

】

４　教育内
容・方法・
成果

(1)教育目
標、学位授
与方針、教
育課程の
編成・実施
方針

【
適

】
〇大学院では、「大学院学位授与方針」に基づき「大学院教育課程の編成・
実施方針」を定め、さらに専攻ごとにも「教育課程の編成・実施方針」を定め
ている。
〇ホームページには、「大学院学位授与方針」、「大学院教育課程の編成・
実施方針」のほか、各専攻の「学位授与方針」、「教育課程の編成・実施方
針」を掲載している。また、各専攻の「教育研究の目的と修了生像」も掲載し、
周知を図っている。一方、『大学院案内』には、「大学院学位授与方針」と「大
学院教育課程の編成・実施方針」のみを掲載している。また、『履修要覧』に
は各専攻の「教育研究の目的と修了生像」のみを掲載している。
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①当該学部・研究科の教育目標を達成するために必要となる授
業の形態を明らかにしていること。

②【学士】
１年間の履修科目登録の上限を50単位未満に設定していること。
これに相当しない場合、単位の実質化を図る相応の措置がとられ
ていること。

③【修士・博士】 研究指導計画に基づく研究指導、学位論文作
成指導を行っていること

（２）シラバスに基づいて授業が
展開されているか。

【学士・修士・博士課程】
・シラバスの作成と内容の充
実
・授業内容・方法とシラバスの
整合性

④授業の目的、到達目標、授業内容・方法、１年間の授業計画、
成績評価方法・基準等を明らかにしたシラバスを、統一した書式
を用いて作成し、かつ、学生があらかじめこれを知ることができる
状態にしている こと。

⑤授業科目の内容、形態等を考慮 し、単位制度の趣旨に沿って
単位を設定していること。

⑥既修得単位の認定を、大学設置基準等に定められた基準に基
づいて、適切な学内基準を設けて実施していること。

（４）教育成果について定期的
な検証を行い、その結果を教
育課程や教育内容・方法の改
善に結びつけているか。

【学士・修士・博士課程】
・授業の内容および方法の改
善を図るための組織的研修・
研究の実施

⑦教育内容・方法等の改善を図ることを目的とした、組織的な研
修・研究の機会を設けていること。

①卒業・修了の要件を明確にし、履修要綱等によってあらかじめ
学生に明示していること。

○卒業要件と学位授与の条件を、それぞれ学則と学位規程に明示・公表し
たうえで、学位授与を適切に行っている。
〇卒業論文の評価基準は『履修要覧』に明示している。

②学位授与にあたり論文の審査を行 う場合にあっては、学位に
求める水準を満たす論文であるか否かを審査する基準（学位論
文審査基準）を、 あらかじめ学生に明示していること。

○大学院修了要件と学位授与の条件を、それぞれ大学院学則、学位規程に
明示、公表したうえで、学位授与を適切に行っている。『履修要覧』にはより詳
しい修了要件と、「学位論文提出要件」および、「論文の評価基準」を明示、
公表している。

４　教育内
容・方法・
成果

(4)成果

（２）学位授与（卒業・修了認
定）は適切に行われているか。

【学士・修士・博士課程】
・学位授与基準、学位授与手
続きの適切性
【修士・博士課程】
学位審査および修了認定の
客観性・厳格性を確保する方
策

【
適

】

○各学科・専攻が『履修要覧』に明示・公表した教育目標に基づき、講義・演
習・実習等のさまざまな授業形態を適切に配置した教育課程を設けている。
○各年次ごとに登録単位数の上限を設定し、『履修要覧』に明示している。
○各学科・専攻では、演習形態の授業を選択必修科目とし、学生の主体的
参加を促し、各自の意見を発信する力を高めることに留意している。
○シラバスは統一された書式で実施して全学生に配布している。
○成績評価と単位認定は、全教員の共通理解のもとで適切に行われている。
○各授業で実施される授業アンケートの結果に基づき、専任教員全員が授
業報告書を作成、これを学務部でとりまとめて、学生に公開するとともに、学
生の意見・要望を教育内容・方法の改善、施設設備の充実などに活かしてい
る。

（３）成績評価と単位認定は適
切に行われているか。

【学士・修士・博士課程】
・厳正な成績評価（評価方
法・評価基準の明示）
・単位制度の趣旨に基づく単
位認定の適切性
・既修得単位認定の適切性

○大学院・全専攻が『履修要覧』に明示・公表した研究指導体制に従い、研
究指導と学位論文作成指導を行っている。平成27年度より全専攻での複数
指導体制が実現する。
○大学院のシラバスは統一された書式で実施し、単位制度の趣旨に沿った
単位設定を行っている。
○大学院FDの一環として、隔年で大学院学生を対象としたアンケート調査を
行い、教育内容・方法、教育成果、その他につき学生側の意見、要望を聴取
し、改善に生かしている。アンケート結果および改善状況については冊子に
まとめ、学内に公表している。
○「研究指導計画」の作成は指導教員の任意としてきたが、平成27年度より
統一した形式の「研究指導計画書」を使用し、これに従った研究指導を行う。

４　教育内
容・方法・
成果

(3)教育方
法

（１）教育方法および学習指導
は適切か。

【学士・修士・博士課程】
・教育目標の達成に向けた授
業形態（講義・演習・実験等）
の採用
・履修科目登録の上限設定、
学習指導の充実
・学生の主体的参加を促す
授業方法
【修士・博士課程】
・研究指導計画に基づく研究
指導・学位論文作成指導

【
適

】
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①理念・目的、教育目標を踏まえ、求める学生像や、修得してお
くべき知識等の内容・水準等を明らかにした学生の受け入れ方針
を、学部・研究科ごとに定めていること。

②公的な刊行物、ホームページ等によって、学生の受け入れ方
針を、受験生を含む社会一般に公表している こと。

（２）学生の受け入れ方針に基
づき、公正かつ適切に学生募
集および入学者選抜を行って
いるか。

・学生募集方法、入学者選抜
方法の適切性
・入学者選抜において透明
性を確保するための措置の
適切性

③学生募集、入学者選抜の方法が、 受験生に対して公正な機
会を保証し、かつ大学教育を受けるための能力・適性等を適切に
判定するものであること。

④【学士】 学部・学科における過去５年の入学定員に対する入学
者数比率の平均が1.00である（※）。また、学部・学科における収
容定員に対する在籍学生数比率が1.00である（※）。
※【定員超過の場合の提言指針】
≪実験･実習を伴う分野(心理学、社会福祉学に関する分野を含
む)≫
　1.20以上：努力課題。　1.25以上：改善勧告
≪医学･歯学≫
　1.00以上：努力課題、　1.05以上：改善勧告
≪上記以外の分野≫
　1.25以上：努力課題、　1.30以上：改善勧告

※【定員未充足の場合の提言指針】
≪全て≫
　0.9未満：努力課題、　　0.8未満：改善勧告

⑤【学士】 学部・学科における編入学定員に対する編入学生数
比率が1.00（※）であ る。
※【定員超過の場合の提言指針】
≪未完成学部を除く全て≫
　1.30以上：努力課題
※【定員未充足の場合の提言指針】
≪未完成学部を除く全て≫
　0.7未満：努力課題

⑥【修士・博士・専門職学位課程】 部局化された大学院研究科や
独立大学院などにおいて、在籍学生数比率 が1.00である。

○大学院の収容定員112名に対し、在籍者数は56名で0.5０倍である。
〇大学院修士・博士前期課程の収容定員88名に対し在籍者数は38名で、在
籍学生数比率は0.43と低い。博士後期課程では、収容定員24名に対し在籍
者数18名で、在籍学生数比率は0.75である。

（３）適切な定員を設定し、入学
者を受け入れるとともに、在籍
学生数を収容定員に基づき適
正に管理しているか。

・収容定員に対する在籍学
生数比率の適切性
・定員に対する在籍学生数の
過剰・未充足に関する対応

【
適

】

○各種入試における合格者数を慎重に判断しながら、適正な入学者数を確
保している。
○編入学者については、2年次編入としていることもあり、定員を充足するに
いたっていない。収容定員に対し在籍者数は0.52倍である。
○本学では入学者を一括募集し、2年次から各学科専攻に所属させている
が、その進路の決定にあたっては、1年次の6月から各学科専攻の内容、進
路の決定方法についてガイダンスなどを通じて学生に周知し、各学科専攻の
収容定員を考慮しつつ、かつ学生の希望を重視しながら、適切に進路決定
を行っている。
○学生の休学・退学・復学等については、学則に基づき厳格な手続のうえ、
適正に行っている。
〇学部の収容定員1905名に対し、在籍者数は2209名で、1.16倍であり、適
切な範囲である。

５　学生の
受け入れ

（１）学生の受け入れ方針を明
示しているか。

・求める学生像の明示
・当該課程に入学するにあた
り、修得しておくべき知識等
の内容・水準の明示
・障がいのある学生の受け入
れ方針 【

適

】

〇学生の受け入れ方針は、大学案内および大学HPに明記している。
〇各入試について、受験生のどのような力を測るために行うのかを、大学HP
および各入試の募集要項に明示、公開している。
〇公平かつ適切な判定・選抜をすべく、全ての入試ごとに見直しを図ってい
る。

〇大学院では、「大学院学生受け入れ方針」を定め、専攻ごとにも「学生受け
入れ方針」を定め、『大学院案内』、ホームページに公表している。
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６　学生支
援

（４）学生の進路支援は適切に
行われているか。

・進路選択に関わる指導・ガ
イダンスの実施
・キャリア支援に関する組織
体制の整備

①学生の進路選択に関わるガイダンスを実施するほか、キャリア
センター等の設置、キャリア形成支援教育の実施等、組織的・体
系的な指導・助言に必要な体制を整備していること。

【
適

】

〇初年次から各種の講演会や催し、ガイダンスを行い、早期からのキャリア形
成への自覚を促すとともに、キャリアセンターにキャリアカウンセラーを配置
し、個々に合わせて支援している。

（２）十分な校地・校舎および施
設・設備を整備しているか。

・校地・校舎等の整備状況と
キャンパス・アメニティの形成
・校地・校舎・施設・設備の維
持・管理、安全・衛生の確保
・記念施設保存建物の管理・
活用の状況

①校地および校舎面積が、法令上の基準（大学設置基準等）を
満たしており、かつ運動場等の必要な施設・ 設備を整備している
こと。

【
適

】

○校地・校舎面積ならびに必要な施設・設備については、それぞれ基準を満
たし、又、整備されている。キャンパスアメニティの向上についても、安全、衛
生管理等を含め、定期的な保守点検や教職員・学生からの要望等を踏まえ
た迅速な対応に努めている。
○中長期的な観点からは、前年度に設置されたキャンパス整備検討会にお
いて実施したアンケート調査や関係諸機関からのヒアリング等を踏まえ、今後
のキャンパス整備計画の大枠に相当する基本計画の策定に向けて、施設整
備の優先度等を見極めつつ、具体的な整備の内容を確定するための検討を
進めている。

②大学、学部・研究科等において十分な教育研究活動を行うた
めに、図書館において必要な質・量の図書、 学術雑誌、電子媒
体等を備えている こと。

③図書館、学術情報サービスを支障なく提供するために、専門的
な知識を有する専任職員を配置しているこ と。

④専任教員に対して、研究活動に必要な研究費を支給している
こと。

⑤専任教員のための研究室を整備していること。

（４）教育研究等を支援する環
境や条件は適切に整備されて
いるか。

・教育課程の特徴、学生数、
教育方法に応じた施設・設備
の整備
・ティーチング・アシスタント
（ＴＡ）／リサーチ・アシスタン
ト（ＲＡ）・技術スタッフなど教
育研究支援体制の整備
・教員の研究費・研究室およ
び研究専念時間の確保

【
適

】

○専任教員に対しては毎年一定額の研究費と研究図書費が支給されてい
る。
○全専任教員に対して、個人研究室が整備されている。
○教育研究支援体制については、「ティーチング・アシスタント規程」（平成23
年1月）、「リサーチ・アシスタント規程」（平成23年4月）を定め、活用が進んで
いる。また、各学科専攻研究室に学科専攻の庶務的事務処理に従事する副
手を配置し、教員が研究に専念できる支援体制をとっている。

７　教育研
究等環境

（３）図書館、学術情報サービス
は十分に機能しているか。

・図書、学術雑誌、電子情報
等の整備状況とその適切性
・図書館の規模、司書の資格
等の専門能力を有する職員
の配置、開館時間・閲覧室・
情報検索設備などの利用環
境
・国内外の教育研究機関との
学術情報相互提供システム
の整備

【
適

】

○教員・学生が容易に資料購入依頼できるように購入希望図書受付の仕組
みをシステム化するとともに、図書館資料の収集方針に基づき、学部8学科2
専攻及び大学院7専攻の学問諸分野の資料を体系的に収集・提供している。
○オンライン・ジャーナル・電子ブックの購入を積極的に進めるとともに、情報
検索システム機能を整備し、学術情報の電子的提供を確保している。
○情報検索システムの更新を計画的に進め、国内外の学術情報収集機能を
強化するとともに、他大学機関との相互利用サービスを維持している。また、
機関リポジトリを使って本学の学術成果を公開している。
○ラーニング・コモンズを設置し、ラーニング・アドバイザーを配置することで
授業時間終了後にも学生が主体的・能動的に学習・研究できる環境を整えて
いる。
○専門的な知識を有する専任職員は配置されている。しかし、期待される図
書館サービスのレベルを維持するためには、人員配置の強化が必要である。
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（２）明文化された規程に基づ
いて管理運営を行っているか。

・関係法令に基づく管理運営
に関する学内諸規程の整備
とその適切な運用
・学長、学部長、研究科長お
よび理事（学務担当）等の権
限と責任の明確化
・学長選考および学部長・研
究科長等の選考方法の適切
性

①学長をはじめとする所要の職を置き、また教授会等の組織を設
け、これらの権限等を明確にしているこ と。

【
適

】

〇教学マネジメントについては、学長を中心とする運営体制が確立しており、
その補佐体制として、学長のもとに大学の企画・運営、経営に関する基本方
針等を審議する経営会議を設置する他、副学長等の職務を規程により定め
ている。また、教授会規程及び大学院委員会規程を定め、教授会と大学院
委員会の審議事項を明確化し、学長の選考においても選出規程、学長候補
者選考委員会内規等の関係諸規程を定め、選考は適切に行われている。
○キャンパス整備、全学の情報化推進についても、前年度に定めた明文の
設置要領等に基づく検討会による学内検討を継続している。
◯情報化の推進に向けてプロジェクトチームを設置し、経営会議と一体となっ
て機動性のある対応に注力している。

（３）大学業務を支援する事務
組織が設置され、十分に機能
しているか。

・事務組織の構成と人員配置
の適切性
・事務機能の改善・業務内容
の多様性への対応策
・職員の採用・昇格等に関す
る諸規程の整備とその適切な
運用

②法人・大学の運営に関する業務、 教育研究活動の支援、その
他大学運 営に必要な事務等を行うための事務組織を設けている
こと。また、必要 な事務職員を配置していること。

【
適

】

〇必要な職員数の確保と配置に努めており、設置基準の主旨を踏まえた運
用を図っている。特に、事務職員の人事に関する基本方針を定め、適時適切
に、見直しを図りつつ、運用を行っている。
○業務の多様化、迅速化等のニーズに応えるには、人材の確保とともに人材
の育成が重要であり、研修やジョブローテーションによる専門性とマネジメント
能力のバランスのとれた向上に努めている。
○なお人事基本方針については、制定後５年が経過した本年度において、
総合的な見直しに係わるWGを設置して検討を進め、より良い職場環境の構
築と事務組織力の向上に取り組むこととしている。

９　管理運
営・財務

（２）財務

（２）予算編成および予算執行
は適切に行っているか。

・予算編成の適切性と執行
ルールの明確性、決算の内
部監査
・予算執行に伴う効果を分
析・検証する仕組みの確立

①【大学評価分科会評価事項】
財務監査を、適切な体制、手続を整えて行っているといえること。

（私立大学）監事による監査報告書を整備し、私立学校法第37条
第３項に定める学校法人の業務および財産の状況を適切に示し
ているといえる こと。

【
適

】

〇予算編成・執行については、一定のルールに従い適切に行っている。ま
た、監事による監査も、法令に則り適正に実施されている。今後とも内部監査
部門による監査制度の創設等、より適切な方法を検討実施していく。
○予算執行に伴う効果の分析や検証等の評価については、事業計画の評
価(中間評価、年度末評価)とあわせて行うこととしている。
○なお、平成27年度からの学校会計制度改定への適切な対応を行うべく、
準備を進めていく。

①自己点検・評価を定期的に実施していること。

②受験生を含む社会一般に対して、 公的な刊行物、ホームペー
ジ等によって、必要な情報（※）を公表して いること。
※　ここでいう必要な情報とは　下記の事項を指す
・学校教育法（同法施行規則）　によるもの
・財務関係書類
・自己点検・評価の結果

○自己点検・評価は毎年度実施しており、その結果を大学HPで公表してい
る。
○受験生及び社会一般に対し、「学校教育法施行規則」第172条の2に規定
する諸事項および、財務関係資料、自己点検・評価結果等を、大学HPで毎
年公表している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇個人情報
に関する開示などの手続きについてはHP上に公表している。

１０　内部質
保証

（１）大学の諸活動について点
検・評価を行い、その結果を公
表することで社会に対する説明
責任を果たしているか。

・自己点検・評価の実施と結
果の公表
・情報公開の内容・方法の適
切性、情報公開請求への対
応

【
適

】

９　管理運
営・財務

（１）管理運
営
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